
1992年： NSFnet T3バックボーン



1992年頃：研究ネットから商用ネットへの移行開始

 商用への移行に伴うネットワークアーキテクチャの変更
 NSP（Network Service Provider）＋NAP（Network Access Point）
 1992年くらいから検討開始、1995年に移行完了（NSFNETバックボーン停

止）

4 Priority NAPs:
・MAE (Washington DC）
・Ameritech NAP(Chicago）
・NY NAP（Sprint）
・SanFrancisco NAP(PacBell)



日本の商用インターネットの始まり

 1989年 WIDEプロジェクトがPACCOM経由でインターネット接続

 企業はWIDEとの共同研究という形でインターネットに接続していた

 WIDEが事実上の日本のバックボーンだった

 1992年11月 AT&T JENS社がSPINサービス（UUCP）開始 初の商
用サービス

 1993年 7月 IIJ UUCPサービス開始

 10月 SPINがInterSPIN（IP接続）サービス開始

 11月 IIJが国内限定IPサービス開始

 1994年 2月 IIJが特別第二種電気通信事業者に登録

 1994年 3月 IIJが国際も含めたIP接続サービス開始

 これ以降、ベンチャーも含めた各社が、インターネット商用サービスに参
入



日本の商用インターネットの始まり

 デジュール vs. デファクトの対立？

 国はISOが進めているOSIを採用を決めていた

 SINETはOSIに基づく大学間ネットワークを目指していた

 通信メーカー各社はOSIの実装にリソースを投入

 WIDEはデファクト標準であるTCP/IPで、研究ネットワークを構築

 通信行政の壁

 通信＝電話サービス

 国内と国際を分ける発想

 インターネットは国際接続を含むので、特別第二種電気通信事業者として郵
政省に登録される必要があった

 郵政省内規？

 「3年間無収入でも会社を維持できるだけの財務基盤が必要」

 IIJはベンチャーで貧乏だったので、特別第二種の登録が受けられなかった

 JENSは既に特二を持っていて、サービス追加でインターネットが始められた



IIJの日米バックボーン増強推移

Source：IIJ
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インターネットが起こした破壊
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電話主流 データ主流

 低速で定速多様

-64ｋ、128ｋ、1.5Ｍ、6Ｍ、

45/50Ｍ、150Ｍ、600Ｍ

 電話向き

‐アナログ, Ｉインターフェー

ス

 距離と時間に依存

-時間に応じた従量制

 高速でバースタブル
-10M, 100M, 1G, 10G
-xDSL, GEPON

 コンピュータ向き
- イーサネット, WiFi

 使った帯域や使用量に依存

-月額固定

-トラフィックに応じた従量制

 複数地点を面で結ぶ

 常時接続

 点と点を結ぶ

- 電話、専用線

- ＦＲ，ＡＴＭ

帯域

インターフェース

料金体系

サービス形態

ネットワーク制御
 インテリジェントネットワーク

 AtoZ
 ステューピッドネットワーク

 エンドツーエンド

2000年頃

通信の常識の変化

破壊的
イノベーション
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あらゆる情報サービスのオープンなインフラへ

ネットワーク

アプリケーション

コンテンツ

放送 電話

インターネット

各種コンテンツ
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第三の波 “Internet of Everything” by Steve Case

 第一の波 平成初期
 インターネットのインフラ構築 通信・放送業界の破壊
 Cisco, Juniper

 第二の波 平成中期
 インターネットに接続した人々のために、検索、eコマース、SNSなどの新たな情報

サービスを構築
 Google、Amazon、Facebook, Apple, Skype、Netflix

 第三の波 平成後期から令和へ
 インターネットの破壊的イノベーションがあらゆる産業に浸透していく時代
 Airbnb, Uber, WeWork
 IoT、CPS、DX

 第三の波で起こること
 さまざまな業界が、企業の壁を超えて横につながる
 業界を超えて水平統合された共通プラットフォームが生まれてくる

 プラットフォームを中心に、それまでとは違うサービスが次々に生まれて来て、新し
いエコシステムが発展する

 その過程でさまざまな軋轢が。。。
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リアルな世界と
サイバー空間との
相互連関（CPS）

データ収集

real

digital

データの蓄積・解析

digital

intelligence

現実世界へ
（制御・サービス

intelligence

real

製造プロセス モビリティ 医療・健康 インフラ

IoTを活用した「モノのデジタル化」

AIを活用したビッグデータ解析

判断の高度化や自動制御技術が進展

▶複雑多様な製品
をスピーディー
に製造・販売

▶多品種少量生産
を低コスト・短
納期で実現

▶自動走行技術に
よる交通事故・
渋滞の減少

▶移動時間を無駄
にしない新たな
モビリティの実
現

▶医療の重点が
「治療」から
「予防」へと
移行

▶個人特性を考
慮したテーラー
メイド医療

▶社会インフラの
持続的な運営と
さらなる効率化

▶インフラ関連携
による災害対策
基盤の強化

データ
ベース

モデル データ
ベース

モデル データ
ベース

モデル
データ
ベース

モデル

カメラ
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スマート
フォン

バイタルセンサ
モニタリング
センサ

車載センサ

サイバーファースト： バーチャルからリアルへの外爆発

出典： 『データ・ドリブン・エコノミー −デジタルがすべての企業・産業・社会を変革する』森川博之（2019年）より

異なる産業間の壁がなくなり横につな
がる



世界のインターネットの普及率： まだ60％ちょっと
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 2020年7月31日現在のユーザー数

 ユーザー数: 4,833,521,806
 普及率: 62.0%

Top 10 countries
Million

Source: Internet World Stats (http://www.internetworldstats.com/stats.htm)
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終わりそうもないインフラの増強・ ・ ・
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出典： 出典：総務省2020年7月31日報道発表資料


